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   Thromboangiitis obliterans of the spermaticvessels i an exceedingly rare lesion. 
There have been o reports of this conditions in literatures inJapan up to 1959. 
   Recently a case of this condition was found in our clinic. The patientwas a 29-year-
old man with chief complaint ofacute painful swelling of the left scrotal content. The 
pathological hanges in the perivascular tissue, as well as the nature of the thrombus, 
were characteristic of thromboangiitis obliterans. 
   Discussion was made on some aspects of this disease.
陰嚢 内諸臓器の疾患 は,視 診上或 は触診上比
較 的発見 され易い もので,一 見診断 も簡単に下
せ ると考 え勝 ちであ るが,併 し実際に確実 な診
断を下 す となると,案 外困難な例 に遭遇す る事
は 日常我 たの屡汝経験 す る所で,殊 に珍 らしい
疾患 では誤診 も止むを得ない場合があ る.私 は
最近,左 側陰嚢 内容の激 烈な痙痛性腫脹 を度 女
繰 り返 した息者を経験 し,睾 丸捻転症 との診断
の下に手術 を行つた所,従 来非常 に稀 と考 え ら
れてい る精索血管系の閉塞性血栓血管炎 であつ
たので,そ の症例 を述 べ ると共 に2,3文 献的
な考察を試 みる.

















































































見 られ るに過 ぎない事 を 述 べ て い る し,叉
Horton(1938)によつて も1907年より1937年
まで の30年間に948例しかみ られ なかつた こと
を報告 してい る.
叉本症 は全身 の血管系のいかなる部位に も発
生 し得 るが,大 部分 は頸動脈,腸 間膜動脈,肝
動脈,膵 動脈,肺 動脈,腎 動脈,上 搏動脈,股
動脈及び脛骨動脈等の 中等度 の血管系に好発 し
てい る.併 し之等の未梢部叉 はそれ以 下の血管
系に も発生 しないことはな く,例 え ば 脳 底 動
脈,前 立線へ の動脈,網 膜動脈及び副 腎動脈等
な どもおか され る場合があ る.
ひ るが えつて本症 の泌尿性器系 の血管系 に来
た 報 告 を 見 る と,HolleundCarstensen
(1957)は腎動脈の35例,陰茎背動 脈の8例 及び
精索動 脈の2例 を集 めてお り,や は り腎動 脈の
様 な中等度の血管 に多 くなつてい る,又Hau-
snerandAllen(1940)によると,Mayo
Clinicに於 け る統計 で,閉 塞性血栓血 管 炎 の
患者500人中精 索血管系を侵 した ものは1例 も
なかつた.以 上 の事か ら精索血管系 に本症 が発
生せ ることの少ない事が うなずけ よう.以 下精
索血管系に見 られた閉塞 性血栓血管炎について
種 女の点か ら検討 して見 る.




て報告 してい るのが最初で,そ の後の症例 を私




例 及 びMcGavin(1935)の2例の報 告 となつ
てい る.本 邦 では,僅 か に武 田(1955)の非特
異 性血栓性 静脈炎 の1例 があ るが,閉 塞性血栓
動 脈炎 としての記載 はない.以 上 の うちか ら記
載 の明かな6例 と自家経験例 とを まとめ ると,












































































































いので云 女出来 ないが,他 の血管系 に来た報 告
か らその原 因を挙げて見 る.
(a)本症 の特徴 としてRichards(1953)の
述べてい る所 に よる と,35才以下が大部分 で稀
に40才以上 に見 られ る.血 圧は正常,血 液 の化
学的検査で も正常 とされ,又Samuells(1932)
は家族 的に発生す る事 もあ ると述べ ている.第
1表を 見ると,全 て男子であ る事 は当然 である
が,38才以下が4例 で,他 の3例 は40才以上 を
占めてい る.
(b)本症 は喫煙者に多発す ると さ れ て い
る,即 ちHorton(1938)によれば,948例の
うち88σ例(93%)が 常習喫煙者で あ り,叉 石
川(1956)は本患者 中非喫煙者 が3～4%に 過
ぎず,1日20本 以上 の喫煙をなす ものが20%ova
のぼ る と云つてい る.
第1表 に よると,7例 中5例 が喫煙者 であっ
た,
(c)Rabinowitz(1923)は本患者 の血流
中にグラム陰性菌 を認め,こ れを家兎 に接種 し
て発病せ しめた実験 を報告 し,Buerger(19
14)及びHorton(1938)も細菌感染 説 を唱 え
た.叉 この外 リケッチ ア説,ウ ィル ス説な ども
ある.私 の例 では白血 球増 多症 が認 められてい
るが,感 染 説を支持 す ることとはな らない と考
える.
(d)最近本症 のア レルギー性本態 に関す る
研究が 目立 つてお り,薬 剤,寒 冷,ク バ コ,感
染 などによるHpyersensitiveness(唐津;
1953,Horton1938,及び石 川等;1951)を原
因 とみ なす ものがあ るが,明 確 な ことは分つて
いない.
(e)佐藤(1941)は本患者 に赤血球抵抗 の
低下,血 清 ビ リル ビン増 加及び血 清カ リウム増
加 を認め,赤 血球 崩壊 が原因 となつて,血 清 カ
リウムが増 し,血 液 性状 を変 化 させ,ひ いては
血液凝固性をたかめ る とした.私 の症例 では血
清カ リウムの著 明な増 加はないが,血 液凝固性
の増加が明か に認 められた.
③ 症状:第1表 の如 くJ武 田(1955)の例
を除 いた全例 が左側 であ る事 は興味深 い,
症状 としては特別 な ものはな く,罹 患側 の睾
丸痛 及び腫脹 であ る.こ の疹痛 は穿痛性 を帯び
る場 合 もあ るが,概 ね鈍痛 叉は牽 引痛 であ り,
また放散 性で ある.
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又精索の肥厚や結節形成 を見 る場合があ る.
(4)診断及 び鑑別診断=第1表 の ように,結
核性副睾丸炎 と診断 されたものが大 部 分 で あ
る.本 症の臨床診 断は一般 に困難 であ る.鑑 別
すべ きもの としては,McGavin(1932)に
ょれば,結 核性副睾丸炎,精 索捻転症及 び副睾
丸の悪性病変 が挙 げ られて い る が,Math6
(1940)は睾丸 の護膜腫,精 索水瘤,精 索 の 精
子侵襲症,睾 丸の悪性腫瘍 及び精索血管 系の塞
栓症等 を挙げてい る.こ の外Hutchinson(19
32)は精索 の悪性腫 瘍 を 挙 げ て い る.更 に
Math6(工940)の誤 つた急性精嚢腺炎 との鑑
別 も必要 である.
(5)病理組織学 的所見:病 変 はMcGregor
andSimson(1928),Herbut(1952),又は
Hall(1953)によれば,動 静脈諸所 に分節的 に
おこり,急 性乃至 は亜急性 の結節性血管炎 とし
て発生 し,は や く血栓 を生 じて内腔 を 閉 塞 す
る.動 静脈 の初期の変化 は血管壁及 び血栓 の急
性非特異性化膿性炎症 であ り,白 血球,淋 巴球
及び細網細胞 の浸潤,線 維素 の折 出,浮 腫等が
あらわれる.即 ち血管 内膜 に連 な る内膜細胞 の
増殖がみられ,赤 色血栓 が動脈,並 びに静脈 を
充 している.通 常 この血栓 の中に内膜細 胞及 び
線維芽細胞がみ とめ られ る.ま た淋 巴球,好 中
球などの浸潤 が血栓 を中心 に して中膜及 び外膜
にも見 られ る.こ の時期に血栓 の周 囲に巨細胞
がみられることもあ るが,必 発 の も の で は な
い,か くして血栓 は次第 に器質 化 して,再 管形
成がお こる.術,石 川等(1951)によれ ば,本
症の30～40%に血栓 を伴 う表 在 静 脈 炎 が 発
生 し,叉Richards(1953)もこれ を85例中
27例(31.8%)に見 てい る.再 発 の傾向 も あ
つて,動 脈閉塞 に先行 又は後 発 し,疾 患 部 以
外の部分 に出没す るこ とが多い と云 わ れ て い
る.
病理組織学的諸 変化 も動 脈の場 合 と同様 であ
る.そ して私の経験 した症例 における精索血管
系の諸変化は,比 較 的特異 とされてい る血栓血
管炎 の これ らの特 徴 と概 ね一致 す る の で あ る
が,表 在静脈炎 の存在 は認 め られなか つた.
(6)治療:第1表 に示 した様 に,確 か め得 た
403
諸 家の報告例 で は,TartakoffandHazard
の例 を除いて乃 べて根治的 に除畢術が施行 され
ている.TartakoffandHazard(1938)も
述べ ている様 に,も し生検術 な どで診断が確立
され るな らぱ,罹 患血管系 の一部 を易除 す るこ
との方が望 ま しいけれ ども,Math6(1940)の
例 の如 く睾丸に壊死 の見 られ る場合は,根 治的
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第1図 別除標本 矢印は赤色血栓を示す.
麟
第2図 精索動脈壁及び血栓の組織像.
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第3図 精索静脈壁及び血栓の組織像、
